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10かしはら市議会だより

一般質問
廣
井　

一
隆

廣
井　

一
隆

（
新
星
橿
原
）

新
沢
千
塚
周
辺
公
園
拠

点
施
設
と
歴
史
に
憩
う

橿
原
市
博
物
館
の
連
携

本
年
４
月
24
日
に
新
沢
千
塚

周
辺
公
園
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

す
る
が
、
歴
史
に
憩
う
橿
原
市
博

物
館
と
は
距
離
も
近
い
の
で
合
同

企
画
な
ど
が
で
き
な
い
か
。

両
施
設
の
連
携
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
28
年
度
に
両
施
設
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
立
体
駐
車
場
を

整
備
予
定
で
あ
る
。
博
物
館
で
は

講
演
会
や
体
験
講
座
を
実
施
し
て

い
る
が
、
拠
点
施
設
内
の
研
修
室

等
で
の
実
施
も
考
え
て
お
り
、
拠

点
施
設
利
用
者
に
も
興
味
を
持
っ

て
参
加
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
て

い
き
た
い
。
こ
の
他
に
も
色
々
な

企
画
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

古
墳
群
で
レ
プ
リ
カ
の
土
器

拾
い
体
験
や
中
央
公
民
館
分
館
の

陶
芸
用
の
窯
で
土
器
や
埴
輪
づ
く

り
を
体
験
し
、
博
物
館
で
展
示
す

る
こ
と
は
で
き
る
か
。

博
物
館
で
は
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
複
数
の
体
験
学
習
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
る
。
土
器
・
埴
輪
づ
く
り

は
体
験
学
習
と
し
て
非
常
に
お
も

し
ろ
く
、
博
物
館
で
展
示
す
る
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
が
文
化
財
や
郷

土
の
歴
史
に
一
層
興
味
を
持
て
る

と
思
う
の
で
、
検
討
し
た
い
。

拠
点
施
設
や
博
物
館
の
広
報

活
動
と
そ
の
体
制
は
。

拠
点
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
、

応
募
総
数
２
２
９
件
の
中
か
ら

「
シ
ル
ク
の
杜
」
に
決
定
し
た
。

ま
た
市
の
広
報
４
月
号
に
４
ペ
ー

ジ
の
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
。
３

月
26
日
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
で
は
約

１
，
０
０
０
名
の
方
を
招
待
し
、

ま
た
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
４
月

24
日
午
後
に
は
市
内
60
歳
以
上
の

方
々
に
無
料
で
利
用
い
た
だ
き
、

広
く
周
知
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
拠
点
施
設
は
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
が
、
県
道
南
側
の
集
客

施
設
は
産
業
振
興
課
が
管
理
運
営

を
行
い
、
い
ず
れ
の
施
設
も
魅
力

創
造
部
所
管
と
な
る
の
で
、
博
物

館
も
含
め
て
十
分
な
連
携
を
図
り
、

新
沢
千
塚
周
辺
全
体
で
の
広
報
活

動
、
利
用
促
進
に
努
め
た
い
。
な

お
新
沢
千
塚
古
墳
群
公
園
の
一
部

が
都
市
計
画
公
園
と
し
て
都
市
計

画
決
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
文
化

財
保
護
法
に
お
け
る
史
跡
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
園

管
理
部
門
や
文
化
財
部
門
と
の
連

携
も
必
要
と
な
る
が
、
今
後
各
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
一
元
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

新
沢
千
塚
周
辺
公
園
南

側
と
一
町
配
水
場
周
辺

の

土

地

利

用

一
町
配
水
場
周
辺
の
水
道
用

地
と
し
て
の
公
社
用
地
に
つ
い
て
、

利
用
で
き
な
い
残
地
が
出
た
場
合

の
活
用
を
何
か
考
え
て
い
る
か
。

こ
の
公
社
用
地
は
全
体
で
約

２
万
４
，
０
０
０
㎡
あ
り
、
買
い

戻
し
費
用
を
28
年
度
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。
28
年
度
か
ら
配
水
池

の
新
設
改
修
工
事
を
す
る
に
あ
た

り
、
配
水
タ
ン
ク
後
方
斜
面
か
ら

南
側
一
連
の
山
の
斜
面
部
分
を
買

い
戻
す
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
配

水
場
の
建
物
の
東
側
に
つ
い
て
も
、

後
年
に
災
害
時
の
給
水
車
の
拠
点

駐
車
場
と
し
て
買
い
戻
し
を
予
定

し
て
い
る
。
施
設
北
側
の
公
社
用

地
に
つ
い
て
は
水
道
局
と
し
て
利

用
計
画
は
な
く
、
市
と
し
て
利
用

方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

タ
ケ
ノ
コ
や
山
菜
な
ど
を
と

り
に
市
民
の
方
々
が
入
っ
て
い
る

が
、
タ
ケ
ノ
コ
や
山
菜
な
ど
と
関

連
し
た
残
地
の
活
用
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
ま
た
一
町
配
水
場
周
辺

に
は
５
０
０
号
古
墳
な
ど
考
古
学

的
に
価
値
の
あ
る
古
墳
も
あ
り
、

県
道
も
近
く
に
あ
る
の
で
新
沢
千

塚
古
墳
群
と
同
じ
公
園
と
し
て
あ

る
い
は
関
連
施
設
と
し
て
整
備
す

る
方
法
は
な
い
か
。
配
水
場
の
裏

手
か
ら
西
側
の
景
観
が
す
ご
く
よ

い
の
で
、
展
望
台
が
あ
れ
ば
新
し

い
観
光
施
設
に
な
る
と
思
う
が
。

タ
ケ
ノ
コ
が
自
生
し
て
い
る

の
で
入
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

は
聞
い
て
い
る
。
タ
ケ
ノ
コ
や
山

菜
と
り
以
外
も
含
め
、
千
塚
公
園

と
関
連
づ
け
た
整
備
に
つ
い
て
も

一
般質問
一
般質問

会
派
名
簿

公　

明　

党
（
４
名
）

大
北
か
ず
す
け
・
亀
甲
義
明

森
下
み
や
子
・
成
谷
文
彦

日
本
共
産
党
（
２
名
）

竹
森　

衛
・
西
川
正
克

至　

誠　

会
（
２
名
）

小
川
和
俊
・
奥
田　

寛

政  

志　

会 

（
２
名
）

た
け
だ
や
す
ひ
こ
・
松
木
雅
德

自
由
民
主
党
（
２
名
）

細
川
佳
秀
・
奥
田
英
人

新
星
橿
原
（
4
名
）

宇
佐
美
孝
二
・
廣
井
一
隆

大
保
由
香
子
・
田
中
か
ず
と
も

い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し

な
い
議
員
（
８
名
）

杉
井
康
夫
・
竹
田
き
よ
し

樫
本
利
明
・
高
橋
圭
一

河
合　

正
・
槇
尾
幸
雄

松
尾
高
英
・
水
本
ひ
で
こ

（
平
成
28
年
3
月
22
日
現
在
）

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
議
案
に
関
係
な
く
、

議
員
自
身
が
議
長
に
通
告
し
、
市
長
及
び
関
係
理
事
者

に
質
問
す
る
日
（
一
般
質
問
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
は
、
３
月
22
日
、
23
日
に
11
人
の
議
員
が

活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

シルクの杜
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